
荷

子

の

躍

説
(
特
に
鵡
の
起
源
に
就
い
て
〉

市

)I[ 

本

太

伊
ハ

μ一HNA

一

、

穫

と

は

何

か

機
設
は
待
子
の
顔
"
設
中
、
性
感
誌
と
相
並
ん
で
重
姿
な
地
位
を
占
な
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
碍
子
は
孔
夫
子
の
準
設

中
の
外
部
的
方
面
、
た
る
鵡
右
最
も
重
ん
じ
、
之
に
依
り
て
性
惑
や
}
矯
正
し
、
以
て
枇
舎
の
救
済
を
闘
っ
た
の
で
あ
る
。

然
れ
共
古
来
般
の
意
味
は
宏
大
に
し
て
二
一
一
円
以
て
設
す
べ
か
ら
ま
る
も
の
が
あ
る
。
先
づ
弥
子
の
栓
設
を
九
る
に
先

3

だ
っ
て
磁
の
一
般
的
意
義
を
兎
る
事
、
が
必
要
で
あ
る
。
設
文
に
つ
磁
履
也
。
所
以
率
一
例
致
一
脳
。
従
一
不
従
糊
一
品
亦
盤
。
し
っ
問
一
品

行
機
之
株
也
。
従
一
足
象
形
。
凡
貴
之
島
北
従
盟
一
品
、
議
胤
(
濃
川
。
し
と
あ
る
に
依
れ
ば
、
般
の
字
義
の
最
初
の
本
義
は
全
く

-0M
数
的
儀
般
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
然
る
に
般
の
範
閣
は
断
次
、
抑
制
大
し
て
五
瀧
六
機
九
鵡
の
名
目
、
が
生
ず

る
に
歪

b
、
途
に
は
宗
数
的
儀
般
の
叶
小
、
代
限
ら
ず
、
枇
舎
的
の
一
般
儀
織
に
迄
含
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
試
み
に

五
機
の
内
察
を
見
る
に
、
吉
雄
、
凶
雄
、
軍
雄
、
実
態
、
、
嘉
殺
を
以
て
五
躍
と
な
し
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
穫
の
意
味

は
一
般
的
儀
飾
部
ち
坐
作
溢
惑
の
方
面
に
迄
縫
展
し
た
も
の
で
あ
る
率
、
が
わ
か
る
。
放
に
儀
躍
の
設
に
は
冠
雄
、
昏
雄
専

捜
藤
、
聴
灘
、
郷
飲
酒
機
、
射
勝
、
等
、
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
大
裁
機
楼
察
籍
に
「
昏
燈
之
静
一
一
殿
則
夫
婦
道
十
十
u
o

市

と
九



八

G

詮
僻
之
界
大
多
ム
犬
。
郷
欽
裕
之
総
路
加
。
郎
長
幼
之
序
失
。
一
郎
争
観
之
獄
繁
夫
。
蒋
射
之
楼
媛
、
-
別
諸
侯
之
一
件
一
認
。
、
部
俊

滋
之
敗
起
ム
犬
。
楽
祭
之
鰐
成
。
別
院
'
?
中
ト
之
思
議
oe
而
倍
死
去
生
之
織
衆
失
。
凡
人
之
知
能
見
巳
然
。
不
九
終
然
。
識
者

J

林
市
於
防
御
然
之
前
。
市
法
者
禁
巳
然
之
後
。
し
と
あ
る
は
、
交
代
議
、
が
一
位
舎
道
徳
上
霊
安
で
あ
る
事
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

的
，
ち
絡
は
人
を
し
て
純
子
)
行
千
戸
乙
と
に
依
っ
て
道
徳
的
習
慣
.
を
養
成
し
、

ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

不
知
不
識
の
問
に
や
一
古
代
近
づ
き
惑
に
遠
ざ
か

と
¥
に
於
て
織
は
紅
合
的
儀
躍
を
遇
し
て
、
道
徳
的
意
義
を
存
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
織
の
義
に
後
援
し
て
凶
家
的
の
制
度
法
律
に
迄
、
範
問
削
bι

媛
大
し
た
の
で
あ
る
。
織
運
お
に
つ
躍
者
定
之
大
柄
也
。

所
以
別
機
明
徴
。
償
山
泊
料
。
考
制
度
別
仁
義
。
所
以
治
政
安
君
也
。
し
と
あ
る
の
は
、
政
治
的
意
味
に
織
を
示
し
た
る
一

文
と
見
る
率
、
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
故
に
寸
局
総
し
は
踏
家
統
治
の
官
制
を
示
し
た
常
一
向
に
し
て
、
そ
の
内
終
は
天
官
、
地

官
、
恭
官
、
友
官
、
秋
官
、
冬
官
の
六
官
の
制
度
で
あ
る
。
然
し
っ
周
波
し
な
る

官
と
一
%
ふ
た
決
け
で
あ
っ
て
、
離
の
意
義
、
が
抜
大
す
る
代
至
っ
て
之
を
府
純
と
呼
、
ぶ
や
ラ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は
始
め
か
ら
別
総
と
は
云
は
ず
周

以
上
は
般
の
訟
義
に
関
す
る
桜
め
て
佐
か
な
る
例
設
で
は
あ
る
、
が
姿
す
る
に
、

枠
"
に
は
三
段
の
意
味
、
が
存
在
す
る
事

を
知
る
の
で
あ
る
。
第
一
般
の
最
初
の
本
義
は
宗
数
的
儀
式
で
あ
b
、
第
二
は
風
俗
償
問
中
川
よ
b
し
て
漸
次
道
徳
的
紘
一
範

と
な

b
、
第
三
に
は
政
治
的
制
度
法
律
の
意
味
に
迄
後
接
し
た
の
で
あ
る
と
見
る
事
、
が
出
来
る
。

之
、
哲
子
に
於
げ
?
の
曜
と
は
何
か

械
は
初
子
の
問
中
設
中
重
要
な
る
位
置
を
ト
は
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
総
得
子
は
如
何
な
る
概
念
を
識
に
持
た
し
め
た



の
で
あ
る
か
。
織
論
稿
に
「
立
段
以
魚
様
。
市
天
下
英
之
能
扱
金
也
。
本
来
初
版
。
終
始
初
態
。
主
文
以
有
別
。
一
五
察

以
有
説
。
天
下
従
之
者
約
。
不
従
者
成
。
従
之
者
安
。
不
従
者
危
。
従
之
者
存
。
不
従
之
者
亡
。
小
人
不
能
測
也
。
機

之
却
誠
深
失
。
L

と
云
ム
て
ゐ
る
。
ム
品
川
崎
ー
と
は
降
感
の
般
を
立
て
る
本
(
叫
人
以
)
で
あ
る
。
っ
以
匁
磁
L

の
諸
に
は
二
絞
の

解
彩
、
が
あ
る
。
楊
似
は
っ
以
議
桜
人
情
し
と
併
し
邦
人
久
保
愛
の
増
設
に
於
て
は
っ
秘
泉
純
有
税
之
械
し
と
似
し
て
ゐ

る
。
文
の
格
治
よ

b
凡
て
後
者
の
設
乞
日
正
忍
る
も
の
と
し
て
、
之
代
従
ク
て
ゐ
く
。
之
に
よ
れ
ば
隆
盛
の
躍
は
人
間
の
則

b
擦
る
べ
き
行
匁
の
桜
準
で
あ
る
と
凡
る
ベ
主
で
あ
る
。
放
に
天
下
の
人
之
を
増
損
す
る
事
な
く
、
之
代
従
ム
時
は
rw巧

治
ま

b
て
安
ら
か
に
存
し
従
は
ま
る
時
は
乱
れ
て
危
く
な
。
、
途
代
亡
ぶ
る
に
一
主
る
も
の
で
あ
る
。
部
ち
燃
は
人
道
と

し
て
之
を
守
る
と
守
ら
ゴ
る
と
は
存
亡
安
危
の
拘
は
る
重
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
ぷ
に
緒
論
的
に
つ
施
者
直
之
一
手
一
。
街

点
拍
手
之
至
。
規
矩
者
方
民
之
至
。
持
者
人
道
之
桜
也
。
然
市
不
法
雄
心
不
足
滞
。
お
之
無
方
之
氏
。
法
機
足
総
。
謂
之
有

方
之
士
。

機
之
中
沼
能
思
索
。
制
一
削
之
能
慮
。

滋
之
中
吾
川
能
勿
山
針
。
知
之
能
問
。
龍
忠
能
回
。

加
好
者
一
怯
川
市
川
一
主
人
失
。
故

天
者
一
尚
之
桜
山
也
。
地
者
下
之
極
也
。
知
…
窮
者
氏
成
之
紙
也
。
翠
人
道
之
板
也
。
故
山
学
者
間
接
怨
川
県
人
也
。
し
と
設
言
、
楼

を
以
て
人
道
の
極
と
匁
し
い
た
の
で
あ
る
。
入
選
の
主
将
を
兵
鋭
的
に
表
は
し
た
者
は
単
一
人
で
あ
る
。
山
記
入
は
待
問
八
代
人
間

希
求
の
窮
極
理
想
の
人
格
で
あ
る
。
故
に
初
子
は
恋
人
ど
以
て
躍
の
様
化
と
な
し
、
織
の
偉
大
な
る
事
ぞ
総
論
結
に
…
一
辿

べ
て
尽
く
っ
人
有
是
士
君
子
也
。
外
是
氏
也
。
於
是
北
ハ
中
長
。
方
向
沢
民
挟
。
出
符
北
(
次
序
。
是
強
一
一
人
也
。
故
淳
者
総
之
積

也
。
大
者
機
之
炭
也
。
一
持
者
総
之
降
也
。
明
者
総
之
議
也
。
詩
臼
一
機
儀
卒
皮
。
笑
一
詰
卒
獲
。
氏
之
裁
也
。
し
と
。
っ
限
延
し
の

月、
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文
字
は
織
を
お
す
。
織
は
か
く
の
如
く
偉
大
な
る
カ
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
が
故
に
、
之
を
犯
す
事
、
が
あ
る
な
ら
ば
、
俗

人
と
し
て
は
身
を
談
b
、
枇
舎
と
し
て
は
大
乱
の
本
と
な
る
事
を
一
六
論
策
に
述
べ
て
日
く
、

っ
水
行
者
表
深
。
表
不
明

別
路
、
治
氏
者
表
選
。
表
不
明
別
儀
。
綾
者
表
也
。
非
燈
昏
也
。
昏
世
大
乱
也
。
故
逗
無
不
明
。
外
↓
門
真
表
。
隠
顕
・
一
作
常
。

同
町
陥
乃
去
。
し
と
、

又
大
協
絡
に
も
っ
楼
考
人
之
所
履
也
。
失
所
履
別
原
一
際
，
陥
溺
。
所
失
微
市
北
(
混
乱
大
者
雄
也
し
と
一
試

ム
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
初
子
の
織
は
人
間
行
怨
の
桜
準
邸
ち
道
徳
律
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
丸
に
共
の
内
容
を
日
比

る
に
初
子
の
識
は
切
か
に
炭
狭
の
二
義
を
持
ハ
ノ
。
炭
義
代
於
て
は
、
躍
と
は
道
そ
の
も
の
し
て
、
獄
一
舎
と
一
試
ム
¥
が
如
き

も
の
で
あ
る
。
狭
義
に
於
て
は
、
躍
と
は
仁
と
義
と
に
訴
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
る
。
大
略
的
約
に
ぺ
毅
貌
。
故
故
。
席

席
。
勢
妙
。
仁
之
殺
也
o
e
窓
答
。
資
資
。
老
老
。
長
長
。
義
之
倫
也
。
行
之
符
企
パ
節
。
総
之
序
也
。
仁
変
也
。
放
浪
。
義
理

也
。
故
行
。
一
端
部
也
。
故
成
。
仁
存
型
。
義
有
門
。
仁
非
茶
室
。
而
彪
之
非
仁
也
。
義
非
共
門
市
街
之
非
義
也
。
L

と
一
以
ム

て
織
を
仁
義
と
均
立
的
に
述
べ
て
ゐ
る
。
議
代
一
試
ム
史
と
門
と
は
皆
識
を
諒
へ
る
も
の
で
あ
る
事
は
核
保
の
注
の
如
く

で
あ
っ

τ、
仁
と
義
と
は
そ
れ

411由
る
べ
き
所
の
械
が
必
妥
で
あ
る
。
躍
の
な
い
仁
義
は
未
だ
会
き
も
の
で
は
な
く
、

織
の
形
式
に
依
っ
て
、
始
め
て
寅
際
の
行
ゑ
に
後
表
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
織
は
仁
義
の
一
一
般
具
象
的
特
殊
的

形
式
を
取
っ
た
も
の
と
一
氏
ム
率
、
が
来
る
ο

大
路
銘
に
つ
夫
行
也
者
。
行
総
之
諒
也
。
雄
也
者
。
賞
者
敬
一
為
。
老
者
ネ
詩
。

長
者
弟
鴬
。
幼
者
慈
張
。
妓
者
慈
駕
O
L
と
あ
る
如
く
、
機
は
兵
鐙
的
安
践
的
に
仁
義
の
表
現
形
式
と
一
ス
ム
率
、
が
白
米
る

の
で
あ
る
。
郎
ち
仁
義
は
踏
(
本
館
)
に
し
て
織
は
用
(
作
用
)
と
見
る
べ
き
」
で
あ
る
コ
放
に
織
は
服
装
坐
作
悲
退
、



の
末
節
に
一
唯
一
る
迄
滋
係
宮
有
す
る
わ
け
で
あ
る
。
山
口
問
閥
抗
に
、

「
椴
者
賞
賎
有
等
。
長
幼
有
差
。
貧
富
駿
霊
。
皆
有
総

者
也
。
故
天
子
株
裕
衣
場
免
。
諸
侯
支
持
衣
発
。
大
夫
神
苑
。
土
皮
弁
版
。
徳
必
稀
位
。
佼
必
栴
除
。
政
必
務
用
。
出
土

以
上
。
刻
必
以
税
制
対
節
之
。
L

と
述
べ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
市
し
て
刊
子
の
総
は
凶
ん
か
の
法
律
制
度
を
含
ん
で
ゐ
な
い

事
は
次
の
性
忍
篇
の
文
に
て
知
る
率
、
が
出
米
る
。
っ
迭
人
化
性
一
而
起
俗
。
俗
起
一
而
生
時
義
。
鵡
義
生
部
制
法
皮
。
然
刻
一
紺
義

法
皮
者
、
是
訓
告
人
之
所
生
也
。
し

純
一
儀
と
法
皮
と
を
並
稀
す
る
以
上
二
者
別
物
で
あ
る
事
が
切
か
で
あ
る
。
以
上
述
べ

ホ
パ
如
く
布
子
に
於
け
る
磁
の
概
念
は
要
す
る
に
つ
略
者
人
道
之
似
也
し
と
え
へ
る
如
く
、
宗
激
的
儀
式
で
も
な
け
れ
ば
、

又
凶
山
系
的
法
律
で
も
な
く
、
寅
に
人
狗
v

の
則
る
べ
き
道
徳
的
規
範
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
一
去
ム
事
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

一
、
窃
子
に
於

μ
る
憶
の
恕
源
ば
何
か

凡
て
物
が
存
在
す
る
怨
に
は
、
共
の
存
在
の
意
義
、
が
無
け
れ
ば
な
ら
お
。
存
在
の
意
義
と
は
、
そ
の
必
要
と
一
以
ム
一
挙

で
あ
る
。
必
要
な
き
も
の
は
存
在
の
意
義
が
無
い
の
で
あ
る
。
総
も
存
在
す
る
以
上
必
ず
存
在
に
必
姿
な
る
始
、
が
な
け

れ
ば
な
〉
b
ね
。
初
予
に
於
て
は
特
に
彼
の
問
中
設
上
離
を
必
妥
と
す
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
の
与
訟
の
根
本
は

位
認
訟
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
の
位
は
忍
な
る
、
が
故
に
磁
を
以
て
之
を
矯
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
放
に
佐
川
M
M

お
に

尽
く
っ
古
者
翠
玉
。
以
人
之
性
怒
。
以
匁
一
偏
除
一
山
不
正
。
惇
鋭
市
不
治
。
元
以
松
川
之
起
磁
義
。
制
法
度
。
以
矯
飾
人
之

情
性
問
正
之
。
以
援
化
人
之
情
性
。
市
議
之
也
。
佼
皆
出
於
治
。
令
於
道
者
也
。
し
と
。
先
づ
性
一
語
よ
b
生
ず
る
私
欲
を

A 
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抑
へ
る
に
は
、
躍
を
以
〈
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
事
を
設
い
て
、
践
の
起
源
を
漉
論
稿
の
を
援
に
左
の
如
く
設
い
て
ゐ
る
。

寸
税
起
於
何
也
。
日
人
生
市
有
欲
。
欽
市
不
得
。
期
不
能
無
求
。
求
市
銀
…
度
差
分
間
介
。
期
不
能
不
字
。
爪
ザ
別
乱
。
乱
別

窮
。
先
王
忍
共
乱
也
。
故
制
綾
儀
以
分
之
。
以
養
入
之
欲
。
給
入
之
求
。
使
欲
必
不
努
乎
物
。
物
必
不
泊
於
欲
。
弱
者

州
側
持
市
長
。
是
綾
之
所
起
山
地
O
L
と
。
か
く
の
如
く
欲
望
を
制
限
す
る
所
代
践
の
起
泌
を
設
別
し
て
ゐ
る
と
同
時
代
、

又

他
方
物
の
等
差
の
方
面
よ

b
躍
の
起
源
右
設
別
し
て
ゐ
る
。
王
制
抗
に
つ
勢
佐
一
勝
。
十
郎
欲
謡
例
。
物
不
能
治
。
則
必
字
。

祭
場
別
乱
。
乱
刻
窮
失
。
先
王
怒
共
刷
協
也
。
故
制
磯
義
以
分
之
。
伎
有
貧
富
貴
成
之
等
。
足
以
相
栄
陥
者
。
養
天
下
之
本

〆也

日
総
務
非
一
味
。
此
之
龍
也
。
L
と
あ
る
。
一
裂
す
る
に
人
に
は
無
限
の
欲
望
、
が
あ
る
が
、

乙
の
欲
望
の
お
象
た
る
物

質
に
は
限
b
が
あ
る
か
ら
岱
M

抗
争
容
を
生
ぜ
ぎ
る
を
符
な
い
の
で
あ
る
。
乙
の
争
奪
の
紋
態
を
伐
せ
し
め
、
一
枇
人
旬
、
同
的
手

和
の
生
前
を
管
ま
し
め
る
ゑ
代
、
磯
子
一
制
定
し
て
分
に
態
、
じ
て
符
せ
し

U
る
必
姿
、
が
あ
る
と
設
く
の
で
あ
る
。
践
は
か

く
の
如
く
争
奪
を
防
ぐ
一
帯
の
み
が
存
在
の
意
義
で
は
な
い
。
文
代
文
化
的
に
道
徳
上
、
問
中
向
上
、
政
治
上
共
の
必
姿
な

る
所
以
を
述
べ
て
ゐ
る
。
大
限
結
に
つ
雄
之
於
五
闘
也
。
知
雄
衡
之
於
軽
重
品
。
如
州
地
脱
出
之
於
山
也
。
故
人
保
…
税
不
生

事
。
無
職
不
成
。
凶
ハ
ホ
無
税
不
率
。
君
区
不
得
不
一
等
。
父
子
不
符
不
説
。
兄
弟
不
符
不
服
。
夫
部
不
祥
不
椛
、
少
者
以

長
。
老
者
以
一
応
張
。
故
天
地
生
之
。
翠
人
成
之
O
L

又
っ
九
mm
血
気
志
意
知
広
。
自
総
別
治
遇
、
不
自
離
別
伴
乱
提
使
。
食

飲
衣
服
。
居
所
動
静
。
自
給
則
和
節
。
不
白
磁
刻
鰯
陥
生
疾
。
府
村
貌
態
・
反
怒
浪
~
趨
行
。
出
崎
別
雅
。
不
自
総
別
英
国
僻

連
0

・
府
衆
市
野
。
故
人
無
職
別
不
生
。
率
低
…
総
別
不
成
。
闘
中
部
無
域
別
不
容
。
L
と
設
い
て
ゐ
る
。
離
は
人
間
の
動
物
的



本
能
を
抑
廃
す
る
ば
か
b
な
く
岡
県
代
人
間
の
道
徳
性
を
瓶
一
脅
す
る
所
に
意
義
あ
る
の
で
あ
る
。
支
に
進
ん
で
は
道
徳
性

の
み
な
ら
ず
。
率
向
上
代
於
て
も
又
政
治
上
代
於
い
て
も
般
の
章
一
大
性
を
持
た
し
め
る
の
で
あ
る
。
準
向
上
挫
の
必
要

な
る
一
挙
を
劫
問
中
篇
に
述
べ
て
尽
く
っ
問
中
之
筏
英
遼
乎
好
共
入
。
降
雄
次
之
。
上
不
能
好
共
入
。
下
不
能
隆
雄
。
安
特
M
m
mチ

雑
誠
。
版
詩
世
間
市
己
耳
。
し
と
、
又
致
土
絡
に
於
て
政
治
上
織
の
必
要
を
説
い
て
ほ
く
っ
叩
何
者
物
之
準
也
。
純
一
者
的
之
準

也
。
稜
以
立
数
。
機
以
定
倫
。
徳
以
叙
位
。
能
以
授
官
。
凡
節
奏
欲
段
。
市
生
氏
欲
究
。
節
奏
俊
市
文
。
生
氏
克
市
安

上
文
下
安
。
功
名
之
極
也
。
不
巧
以
加
失
。
」
と
。
以
上
の
如
く
弥
子
は
踏
の
起
泌
を
説
明
す
る
に
、
性
一
必
訟
に
民
主
、

道
徳
的
に
解
訟
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
道
徳
の
関
係
す
る
所
は
極
め
て
反
範
自
で
あ
る
、
が
故
代
、
r

勿
弘
一
川
島
十
間
川
上
に
も
亦

政
治
上
に
も
関
係
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
織
に
依
っ
て
来
し
て
本
来
惑
な
る
性
を
善
美
な
る
性
に
改
善
す
る

率
、
が
出
来
る
か
、
之
、
が
問
題
の
生
ず
る
印
別
で
あ
る
J

例
へ
ば
動
物
の
如
、
3
本
家
主
同
性
を
有
せ
ぎ
る
者
に
お
し
て
如
何
に

躍
を
以
て
数
大
同
す
る
も
、
決
し
て
人
間
の
如

3
一
口
問
符
に
し
て
善
美
な
る
も
の
と
な
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
、
が
菩

と
な
る
潟
に
は
少
く
と
も
性
中
代
議
口
の
妥
菜
、
が
無
け
れ
ば
な
ら
ね
。
之
、
が
祐
子
製
訟
の
第
一
の
矛
盾
で
あ
る
。

次
代
般
の
作
者
、
が
何
人
で
あ
る
か
む
問
題
で
あ
る
。
先
の
引
用
文
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
初
子
は
先
玉
、
翠
玉
、

を
以

て
識
の
作
者
と
な
し
て
ゐ
る
J

又
性
慾
論
に
は
っ
離
義
者
翠
人
之
所
生
也
。
人
之
所
感
十
市
能
o
m
m
事
部
成
者
也
し
と
あ

っ
て
部
一
一
人
ど
奉
げ
て
ゐ
る
。
先
王
と
一
試
ひ
、
翠
玉
と
一
瓦
ひ
、
謹
一
人
と
一
ス
ム
も
姿
す
る
に
同
一
一
概
念
で
あ
っ
て
、
之
を
知
一
一
一

人
と
し
て
見
る
率
、
が
出
来
る
。
立
(
の
翠
入
と
は
如
何
な
人
物
を
拐
す
の
で
あ
る
か
。

一
人
か
或
は
多
数
か
、
或
は
共
の

令、、4
Z
H

f
-ゴ
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年
代
は
何
時
頃
で
あ
る
か
。
仏
仙
の
劫
初
予
は
何
等
の
説
明
を
し
て
ゐ
な
い
の
で
切
か
で
な
い
。
此
の
翠
人
、
が
躍
を
制
作

す
る
事
は
彼
の
性
惑
設
と
大
い
に
矛
腐
す
る
の
で
あ
る
。

入
は
怒
い
悦
を
織
に
よ
っ
て
化
位
し
て
翠
入
と
怨
る
の
で
あ
る
と
設
く
限

b
一
、
総
の
制
作
以
前
代
於
い
て
翠
入
の
存
在

一
銭
翠
人
は
如
何
に
し
て
生
じ
た
か
。
彼
の
氏
子
誌
に
依
れ
ば

す
る
答
が
な
い
の
で
あ
る
。
邸
ち
聖
人
と
探
も
国
よ

b
、
役
の
論
法
に
依
れ
ば
、
性
惑
な
る
者
で
あ
る
。
共
の
性
惑
な

る
者
が
鳩
無
主
」
以
前
に
於
て
、
何
代
依
っ
て
惑
を
化
し
て
善
と
怨
し
て
謹
一
人
だ
ら
し
め
だ
の
で
あ
る
か
。
之
作
子
問
中
一
次

の
第
二
の
矛
盾
で
あ
る
。

次
に
翠
人
は
磯
を
制
作
す
る
に
常
ら
何
を
根
源
と
し
た
の
で
あ
る
か
。
初
子
は
識
の
根
源
を
主
税
と
客
税
の
二
方
一
向

よ
λ

ソ
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
主
観
的
根
源
と
し
て
は
大
路
お
に
つ
一
概
以
版
人
心
怨
本
。
故
亡
於
機
。
市
暇
人
心
者

皆
純
也
。
し
と
述
べ
て
ゐ
る
。
日
記
れ
明
か
に
、
織
は
人
心
に
本
づ
く
も
の
で
あ
る
事
を
主
張
せ
る
一
一
一
一
川
で
あ
る
。
か
く
の
如

く
で
あ
れ
ば
性
惑
な
る
人
心
に
什
沿
い
だ
離
は
常
然
惑
な
る
時
一
で
あ
ハ
ノ
て
、
之
を
以
て
道
徳
規
範
と
怨
す
一
帯
は
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
之
れ
荷

r

子
感
訟
の
第
三
の
矛
盾
で
あ
る
。
克
け
い
客
説
的
根
源
と
し
て
は
、
初
子
は
政
の
三
本
設
を
明
へ
て

ゐ
る
。
純
論
絡
に
つ
純
一
有
三
本
。
天
地
者
牛
一
之
本
也
。
先
組
者
類
之
本
也
。
君
的
考
治
之
本
也
。
知
…
天
天
怒
生
。
然
光

組
惑
出
。
無
芳
郎
刈
品
川
治
。
一
一
一
者
一
偽
亡
駕
無
安
入
。
故
磯
上
事
天
。
下
事
地
。
品
開
寸
先
組
。
雨
降
党
側
。
是
滋
之
三
本
也
O
L
と

設
い
て
ゐ
る
。
之
に
依
っ
て
見
れ
ば
天
地
、
先
一
雄
、
方
的
を
以
て
織
の
三
本
と
潟
す
の
で
あ
る
。
乙
の
三
本
は
皆
掛
等

の
関
係
に
あ
る
か
、
或
は
従
溺
の
関
係
代
あ
る
か
。
三
本
と
稀
す
る
以
上
針
等
の
関
係
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
見



れ
ば
、
織
の
根
源
は
、
主
観
的
根
源
た
る
人
心
と
天
地
、
先
一
雄
、

芳
郎
の
四
ケ
所
に
存
す
る
事
と
な
る
。
か
¥
る
問
ケ

所
に
本
づ

3
出
で
た
る
も
の
、
が
果
し
て
相
一
致
調
和
せ
ら
れ
て
、
道
徳
的
規
範
と
し
て
立
波
な
躍
と
な

b
得
る
か
、

3え

主
観
的
根
源
と
客
観
的
根
源
と
を
如
何
に
調
和
す
る
か
。
刀
〈
彼
の
れ
怒
訟
に
依
れ
ば
先
班
、
君
郎
と
雄
も
れ
認
な
れ
ば

之
に
本
づ
く
離
は
惑
と
な
る
と
云
ム
第
三
の
矛
后
に
陥
る
の
で
あ
る
。

一
歩
を
譲
っ
て
先
組
、
芳
郎
を
翠
人
と
見
れ
ば

第
二
の
矛
盾
に
陥
る
の
で
あ
る
。
之
れ
羽
子
問
中
訟
の
第
四
の
矛
盾
で
あ
る
。

四
、
結

:;::，b 

民間

以
上
設
く

mm
に
於
て
、
有
子
の
問
中
訟
は
性
惑
訟
を
校
後
と
す
る
も
、
総
訟
と
の
関
係
に
至
れ
ば
、
大
い
に
衝
突
矛
后

を
生
ず
る
事
事
ゲ
ア
知
る
の
で
あ
る
。
そ
の
宇
一
な
る
姑
は

一
、
全
然
惑
の
み
な
る
本
位
を
織
に
依
っ
て
妥
代
化
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

二
、
翠
入
が
躍
を
作
怨
す
る
と
一
ス
ム
も
、
躍
な
さ
以
前
代
於
て
翠
人
の
存
寂
す
る
事
は
論
理
上
の
矛
盾
で
あ
る
。

一
二
、
殺
の
根
源
を
入
心
と
、
天
地
、
光
施
、

君
仰
の
三
本
と
に
求
め
た
る
も
、
人
心
肢
に
慈
、
先
一
城
、

任
コ

γ

申

KJ
小
工
芸
、

ご
「

A
d
h
wグ
v
小
i

『

S
H

か
L
る
惑
に
本
づ
主
た
る
躍
が
果
し
て
や
舎
で
あ
る
か
。

之
の
一
一
一
紡
に
就
い
て
以
下
余
の
私
見
を
述
べ
る
事
と
す
る
。

第
一
、
話
回
牲
の
無
い
み
一
く
惑
で
あ
る
性
E
躍
に
依
っ
て
改
善
す
る
事
は
不
可
能
な
事
で
あ
る
。
羽
子
は
之
を
如
何
に

設
明
し
だ
か
。
之
れ
は
碍
子
の
向
学
校
中
最
も
説
明
の
困
難
な
所
で
あ
る
。
儒
効
策
に
つ
性
也
者
五
口
所
不
能
免
也
。
然
市

/¥. 
ーと
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可
化
也
L

と
一
試
ふ
て
ゐ
ザ
心
。
惑
な
る
牧
は
五
口
に
於
て
如
何
と
も
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
善
に
化
す
る
事
が
出
液
る
と

一
ス
ム
¥
が
如
主
投
坊
は
、
和
矛
盾
し
た
説
明
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
来
し
て
惑
な
る
性
主
諮
問
に
化
す
る
事
が
出
来
る
な
‘
ら

ば
、
校
中
に
妥
の
要
素
の
存
在
す
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
若
し
彼
の
説
く
如
く
人
性
果
し
て
惑
の
み
と
す
る

な
ら
ば
、
'
何
故
に
反
訴
の
瀧
義
を
求
め
得
る
か
と
の
疑
が
起
る
の
で
あ
る
。
乙
の
結
彼
は
っ
け
ん
入
之
欲
怨
一
金
者
、
活
性

必
也
。
犬
務
願
厚
。
…
制
限
笑
。
食
版
富
。
妓
版
文
。
有
無
之
中
者
、

必
求
於
外
一
故
富
市
不
蹴
妓
。
安
市
不
版
勢
。
持

有
之
中
者
、
不
求
於
外
。
沼
氏
税
之
。
人
之
欲
忽
善
者
。
ゑ
性
慈
悲
。
し
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
之
ス
中
一
く
詑
対
と
も
一
ス
ム
ベ

主
で
あ
る
。
此
の
設
別
中
、
之
を
中
に
宥
せ
ぎ
れ
ば
必
ず
之
宮
外
に
求
む
と
す
れ
ば
、
そ
の
論
恕
は
必
然
の
結
果
と
し

て
、
若
し
恐
悦
の
如
主
も
の
乞
有
せ
ゴ
れ
ば
、

必
ず
義
美
を
求
む
る
如
く
に
、
之
を
外
に
求
な
べ
き
で
あ
る
ρ

然
る
に

彼
も
設
い
て
ゐ
る
如
く
に
、
事
実
は
之
に
反
す
る
の
で
あ
る
。
初
子
の
所
説
、
人
の
求

U
cへ
込
」
」
善
美
富
貴
は
、
人
類
と

し
て
追
及
己
な
べ
か
ら
ぎ
る
理
想
で
あ
る
。
有
せ
江
る
物
テ
一
外
に
求

U
る
の
は
心
深
的
必
然
の
一
要
求
で
あ
る
が
、
之
は

理
想
的
説
象
物
に
釣
す
る
場
合
丈
で
あ
っ
て
、
決
し
て
泥
想
に
反
す
る
者
は
之
を
欲
し
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
知
よ
b

考
へ
れ
ば
初
予
は
人
性
中
に
理
想
を
追
及
す
る
素
質
の
あ
る
~
惑
を
認
め
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
部
ち
彼
は
性
認
を
主

張
し
夕
、
、
も
、
主
ハ
の
性
は
諮
問
を
欲
し
、
諮
問
を
能
く
す
べ

3
京
笈
あ
る
事
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
性
川
浩
信
に
つ
夫
人

雄
性
質
美
。
市
心
枇
州
知
。
必
勝
求
資
制
一
郎
事
之
L

と
一
石
ひ
、

》
〈
大
路
銘
に
つ
義
組
一
一
利
者
。
人
之
所
雨
有
也
L

と
一
ス
ム
イ
」

ゐ
る
。
之
等
の
一
孔
仰
を
見
れ
ば
、
人
に
は
欲
利
が
あ
る
と
同
時
に
向
性
質
美
代
し
て
、
向
義
の
小
作
在
す
る
事
を
も
行
定
し



て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
有
子
は
佐
怒
の
一
一
克
論
を
主
張
し
た
、
が
、
化
性
を
設
明
せ
ん
が
怨
に
人
性
中
善
性
の
存
在
す

る
事
を
戸
認
め
ま
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
之
れ
は
丁
度
予
机
子
、
が
牧
諮
問
の
一
元
論
争
}
眼
目
へ
て
、
惑
の
起
泌
を
説
明
す

る
に
、
欲
心
の
存
在
を
承
認
せ
ぎ
る
を
符
な
か
ク
だ
の
と
向
様
で
あ
る
。
乙
の
様
に
性
中
諮
問
の
存
在
を
誌
な
る
事
代
依

っ
て
殺
の
化
性
訟
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
、

贈
位
…

3
以
前
代
町
長
入
、
が
存
在
し
、

鵡
を
製
作
す
る
事
は
、

解
別
枠
に
苦
し
な
議
論
ぐ
あ
る
。

故
に
或
る
入
、
が
刊

子
に
澱
の
制
作
に
就
い
て
質
問
し
て
ゐ
る
。
抗
感
篇
代
次
の
如
く
見
え
て
ゐ
る
。
っ
問
者
円
。
人
之
性
惑
。
別
税
義
怒
生
。

照
之
日
。
凡
鴻
義
者
。
是
々
一
於
郡
一
…
人
之
係
。
非
放
生
於
人
之
性
也
。
故
陶
人
挺
椛
市
魚
川
様
。
然
別
川
市
生
於
陶
人
之
係
。

非
故
生
於
人
之
性
也
。
故
工
人
新
木
市
魚
川
市
。
然
別
川
市
生
於
工
人
之
俗
。
非
故
生
於
人
之
悦
也
。
型
一
人
筏
思
慮
初
日
偽
。
故

以
生
機
義
。
市
超
法
度
。
然
別
博
義
法
皮
。
是
牛
一
於
謹
一
人
之
偽
。
非
故
生
之
悦
也
。
L

乙
の
文
に
依
れ
ば
、
離
は
古
一
主
人

の
作
怨
し
た
も
の
で
、
恰
度
陶
工
や
工
入
、
が
川
市
を
作
る
、
が
如
き
も
の
で
あ
る
と
一
ス
ム
て
ゐ
る
が
、
陶
工
、
工
人
が
川
掃
を

作
る
に
は
陶
工
や
主
人
に
探
の
概
念
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

喜
一
く
概
念
に
無
い
も
の
は
制
作
す
る
事
が
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
之
と
同
様
に
訓
告
人
が
践
を
作
怨
す
る
に
も
必
ず
濃
の
観
念
を
存
し
て
ゐ
た
も
の
と
凡
な
け
れ
ば
な
ら

ね
。
磁
の
観
念
は
亦
議
門
性
を
恭
礎
乏
し
な
け
れ
ば
な
e

ら
ね
の
で
あ
る
故
主
人
は
先
人
の
諮
問
牲
に
よ
っ
て
次
第
に
注
歩
し

て
来
た
風
俗
慣
習
を
、
自
己
の
諮
問
性
に
依
っ
て
之
を
受
け
入
れ
、
，
次
第
に
良
己
の
惑
を
改
善
し
て
要
人
と
な
っ
た
も
の

と
見
る
べ
主
で
あ
る
。
か
L
る
控
…
人
が
化
性
せ
ら
れ
た
善
心
に
本
づ
い
て
躍
の
間
作
を
ゑ
し
た
も
の
で
あ
る
、
〉
」
説
明

/¥. 
ブ1，
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す
る
事
が
最
も
妥
営
で
あ
る
。
故
に
該
に
於
て
も
人
性
に
ふ
一
習
の
存
在
す
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

第
一
一
一
、
以
上
の
如
く
人
牲
に
善
の
要
素
の
存
在
を
許
す
事
は
第
三
の
矛
盾
を
解
決
す
る
に
も
亦
必
要
で
あ
る
。
部
ち

殺
は
人
心
代
版
ム
と
云
ム
訟
は
ー

λ
心
の
ふ
一
指
向
性
代
役
ふ
と
一
瓦
ふ
事
に
依
っ
て
量
も
妥
裳
的
に
解
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ゴ
る
限

b
人
心
に
傾
ふ
者
皆
躍
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
云
へ
な
い
の
で
あ
る
。
又
践
の
三
本
説
に
於
て
も
、
天
地
こ

そ
は
宇
宙
の
根
本
で
あ
る
が
故
に
織
は
之
に
本
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
天
地
は
古
内
物
ど
生
じ
之
に
突
の
善
美
を
賦
山
県

す
る
の
で
あ
る
。
故
に
有
子
は
っ
天
地
は
生
の
本
な
当
し
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
天
地
の
賦
奥
し
た
る
善
美
、
が
人
牲
の
や
一
習
で

あ
る
。
荻
に
人
性
の
諮
問
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
議
口
品
一
一
火
事
ど
賦
奥
せ
ら
れ
た
る
先
組
は
天
賦
の
美
性
を
次
第
に
後
展
せ

し
め
る
事
に
依

b
般
の
根
源
と
な

b
、
各
種
の
織
を
作
b
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
放
に
裕
子
は
寸
先
一
躍
は
類
の
本
な

b
L

と
去
ふ
て
ゐ
る
。
先
頑
の
嬰
人
に
よ

b
て
作
ら
れ
た
綾
は
、
君
締
を
遜
じ
て
寓
民
に
一
不
さ
れ
、
天
賦
の
ふ
一
担
向
性
と
相
侠
つ

て
、
寓
氏
の
性
惑
を
矯
五
し
以
て
天
下
関
家
を
治
め
る
の
で
あ
る
。
放
に
つ
芳
郎
は
治
の
本
な

b
L
と
初
予
は
一
ス
ム
℃

ゐ
る
。
か
く
見
る
事
代
依
っ
て
、
躍
の
根
源
は
問
者
存
在
す
る
も
、

一
貫
す
る
も
の
と
な
p

夕、

一
致
し
た
る
躍
と
な

b
℃

道
徳
的
規
範
と
な

b
得
る
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
績
は
天
地
の
善
美
に
泌
を
後
し
、
之
が
先
組
主
人
の
議
向
性
に
よ

っ
て
作
せ
ら
れ
、
君
師
に
よ
っ
て
寓
民
に
体
へ
ら
れ
湾
民
は
天
賦
の
善
性
を
以
て
之
を
欲
し
、
以
て
性
の
惑
な
る
部
分

を
善
に
化
す
る
の
で
あ
る
。
是
に
於
て
多
元
的
な
畿
の
根
源
論
は
調
和
を
保
ち
尖
常
的
に
解
決
せ
ら
る
¥
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
碍
子
の
機
設
に
於
け
る
矛
盾
は
、
性
に
諮
問
の
存
在
を
認
め
る
事
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
る
¥
の
で
あ
る
。



化
性
設
も
之
に
依
っ
て
意
義
を
持
ち
、
謹
一
人
鰻
制
作
設
も
説
明
せ
ら
れ
、
躍
の
起
源
設
も
統
一
を
保
つ
に
至
る
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
初
子
の
問
中
設
は
会
館
と
し
て
の
破
綻
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。
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